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この調査結果（速報版）は、現時点における議論に資するよう作成する

ものであり、今後、有識者を交えた分析・検討、データの更なる精査を

経て、調査結果報告書を作成することとしている。 
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調査の概要 

 

（１）調査の目的 

学生の学修時間の確保、留学等の促進という観点から、平成 27年度卒業・修了予定者

から就職採用活動開始時期の後ろ倒しが実施され、平成 28年度卒業・修了予定者につい

ては、採用選考活動開始時期の変更が行われた。これを踏まえ、本年の就職・採用活動に

おける学生の意識・行動等を把握することを目的として本調査を実施した。 

 

（参考）就職・採用活動開始時期の変更経緯（大学４年生の場合） 

              広報活動開始   採用選考活動開始 

  平成 26年度卒業者   ３年生１２月     ４年生４月 

平成 27年度卒業者   ３年生 ３月     ４年生８月 

平成 28年度卒業者   ３年生 ３月     ４年生６月 

 

（２）調査の実施方法  

対象：大学４年生、大学院２年生  

（医学科・薬学科・歯学科・看護学科・獣医学科、海外からの留学生を除く。） 

方法：インターネット調査。６０程度の大学から所属対象学生に案内。 

期間：平成 28年７月 15日～８月 13日（８月１日時点の状況を回答） 

 

（３）有効回答件数 

  大学４年生 ： 9,242名 

  大学院２年生： 3,337名    合計 12,579名 

   

 

 （注）この資料中「昨年度調査」とあるのは、内閣府平成２７年度委託調査事業「就職・採用活

動開始時期の後ろ倒しに係る学生の就職活動等調査」を指すものであるが、本年度調査との

比較のために、一部の項目において、公務員・教職員志望者を除いて再集計を行っており、

昨年度調査の調査結果報告書等に記載された数値と異なっている。また、本年度調査は８月

１日時点で実施しているが、昨年度調査は１０月１日時点で実施していることにも留意が

必要である。  
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就職活動時期変更のよい影響に関する認識 
 

＜大学４年生の回答＞             

① 就職活動期間が比較的短期間で済んだ          ５３．６％ 

② 夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ       ５０．３％ 

③ 授業やゼミなどの学修時間を確保しやすかった      １２．５％ 

※「特にない」との回答は、２８．３％。（昨年度調査は４５．４％） 

  

＜大学院２年生の回答＞ 

① 就職活動期間が比較的短期間で済んだ          ５４．９％ 

② 夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ       ４５．３％ 

③ 修士論文（研究）に早い時期から取り組むことができた  １９．７％ 

※「特にない」との回答は、２８．９％。（昨年度調査は４９．６％） 

 

時期変更についてよい影響があったと思うこと（最大３つまで選択） 

 
＜参考：昨年度調査における大学４年生の回答（「後ろ倒し」についてよい影響）＞ 

① ３年生時の学修時間をより多く確保することができた      １９．７％ 
② 自分の進路をよりじっくりと考える時間を持つことができた   １９．３％ 
③ 企業や仕事のことを調べる時間をより多く確保できた      １６．３％ 

※「特にない」との回答は、４５．４％。 
 

（注）昨年度調査の関係図表は、本資料末尾に掲載。 
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就職活動時期変更に関する課題等に関する認識 
 

＜大学４年生の回答＞             

① 企業研究や就職先の選択のための時間が確保できなかった    ５０．１％ 

② 実質的な選考活動を早期に開始する企業があり混乱が生じた   ４４．９％ 

③ 昨年の就職活動の情報をあまり参考にすることができなかった  ３３．４％ 
 

＜大学院２年生の回答＞ 

① 企業研究や就職先の選択のための時間が確保できなかった    ４８．９％ 

② 実質的な選考活動を早期に開始する企業があり混乱が生じた   ４８．４％ 

③ 昨年の就職活動の情報をあまり参考にすることができなかった  ３２．０％ 

 

時期変更について課題になったと思うこと（最大３つまで選択） 

 
＜参考：昨年度調査における大学４年生の回答（「後ろ倒し」について課題になったこと）＞ 

① 就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった        ５７．０％ 
② 卒業論文（研究）の時期と重なり、時間が十分に確保できなかった    ４６．８％ 
③ 大学４年生時の授業と重なり、授業がおろそかになった         ３５．９％ 
④ どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった         ３２．７％ 

 

＜参考：昨年度調査における大学院２年生の回答（「後ろ倒し」について課題になったこと）＞ 
① 修士論文（研究）の時期と重なり、時間が十分に確保できなかった    ７０．３％ 
② 就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった        ５９．２％ 
③ どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった         ２７．０％ 
④ 就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない可能性があった  １９．９％ 

 
（注）昨年度調査の関係図表は、本資料末尾に掲載。  
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企業説明会等参加、エントリーシート提出の時期 

 
 
＜企業説明会やセミナー等の参加時期＞ 
 
 企業説明会やセミナー等への参加のピークの時期について、昨年に比べ、３月と回答

する学生の割合が大幅に増加する一方で、５月以降の回答は大きく減少している、 

 
 （大学４年生）             （大学院２年生） 

 
 
＜エントリーシートの提出時期＞ 
 
 エントリーシートの提出のピークの時期について、昨年に比べ、４月と回答する学生

が大幅に増加し、最大になる一方で、５月以降の回答は大きく減少している。 

 

（大学４年生）             （大学院２年生） 
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採用面接の実施時期 

 
 

（注１）公務員・教職員志望を除いて集計している。 
（注２）「面談」や「相談会」などの名称の下に行われた企業との接触について、それが実質的に「採用面接」

だと感じた場合は、当該接触を「採用面接」と考えて回答いただくよう案内した上で調査を行った。 
 
 
＜最初に採用面接を受けた時期＞ 

・３月、４月が多い。（大学４年生は約６７％。大学院２年生は約７０％） 

 

＜採用面接のピーク＞ 

・大学４年生 ：５月が約４割で最も多く、次いで６月が多い。 

・大学院２年生：５月が約４割で最も多く、次いで４月、６月の順に多い。 

 

＜最後に面接を受けた時期＞ 

・大学４年生 ：６月が約５割で最も多く、次いで７月、５月の順に多い。 

・大学院２年生：６月が約５割で最も多く、次いで５月、７月の順に多い。 

 

 

 （大学４年生・本年度調査）         （大学院２年生・本年度調査） 
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就職活動の始まりから終わりまでの期間 

 
（注）「就職活動が始まったと考える時期」から「就職活動が終わったと考える時期」の間の期間を集計して

おり、例えば始まったと考える時期を「３月」、終わったと考える時期を「６月」と回答した場合は、

「３ヵ月間程度」として集計している。 
 
就職活動の始まりから終わりまでの期間について、昨年度は、５ヶ月間程度が最

も多く、５ヶ月間程度以上に該当する学生が７割を超えていたが、今年度は、３ヶ

月間程度が最も多く、４ヶ月間程度以内に就職活動を終えたものが約７割となって

いる。 
 

＜本年度調査・大学４年生＞      ＜本年度調査・大学院２年生＞ 
 

 

 

 

＜昨年度調査・大学４年生＞      ＜昨年度調査・大学院２年生＞ 
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程度

2ヶ月間

程度

3ヶ月間

程度

4ヶ月間

程度

5ヶ月間

程度

6ヶ月間

程度

7ヶ月間

程度

8ヶ月間

程度

9ヶ月間

程度

10ヶ月間

程度

11ヶ月間

程度

12ヶ月間

程度

13ヶ月間

程度

まだ

終わって

いない

大学4年生(n=1,190)

13.3 9.9 26.3 16.1 8.1 5.7 14.9 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3ヶ月間程度以内 4ヶ月間程度 5ヶ月間程度 6ヶ月間程度

7ヶ月間程度 8ヶ月間程度 9ヶ月間程度以上 まだ終わっていない
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4.8 

11.1 

40.0 

15.8 

6.6 
5.0 

2.7 2.9 
6.4 

0.7 0.2 
2.6 

0%
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30%

40%

50%
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同月内 1ヶ月間

程度

2ヶ月間

程度

3ヶ月間
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4ヶ月間
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5ヶ月間
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6ヶ月間

程度

7ヶ月間

程度

8ヶ月間

程度

9ヶ月間

程度

10ヶ月間

程度

11ヶ月間

程度

まだ

終わって

いない

大学院2年生(n=2,353）

57.1 15.8 6.6 5.0 2.7 2.9 7.3 2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3ヶ月間程度以内 4ヶ月間程度 5ヶ月間程度 6ヶ月間程度

7ヶ月間程度 8ヶ月間程度 9ヶ月間程度以上 まだ終わっていない
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5ヶ月間
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6ヶ月間

程度

7ヶ月間

程度

8ヶ月間

程度

9ヶ月間

程度

10ヶ月間

程度

11ヶ月間

程度

12ヶ月間

程度

13ヶ月間

程度

まだ

終わって

いない

大学院2年生(n=390）

17.4 8.7 29.3 13.3 6.5 8.1 15.4 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3ヶ月間程度以内 4ヶ月間程度 5ヶ月間程度 6ヶ月間程度
7ヶ月間程度 8ヶ月間程度 9ヶ月間程度以上 まだ終わっていない
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就職活動と学修時間確保の状況 
 
 

○２月までは、多くの学生が学修時間を確保できた。（昨年度よりも増加） 

○３月から５月までは、昨年度と同様に、半数以上の学生が学修時間の確保が

困難だったと回答しているが、本年度は、６月以降の学修時間の確保に改善

がみられ、７月には、半数以上の学生が、就職活動の影響をほとんど受ける

ことなく十分学修時間を確保できたと回答している。 
 
 

就職活動と学修時間確保の状況（大学４年生・本年度） 

 

    ＜参考：大学４年生・昨年度＞ 

  

70.1 

42.7 

9.4 

12.3 

26.0 

10.0 

22.5 

8.5 

6.3 

8.1 

8.0 

16.1 

16.2 

11.6 

11.7 

4.3 

8.2 

24.2 

21.7 

15.8 

2.1 

4.7 

33.1 

38.9 

24.7 

5.5 

5.7 

8.7 

9.3 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２６年９月～
平成２６年１１月の時期(n=1,614)

平成２６年１２月～
平成２７年２月の時期(n=1,615)

平成２７年３月～
平成２７年５月の時期(n=1,615)

平成２７年６月～
平成２７年７月の時期(n=1,615)

平成２７年８月～
平成２７年９月の時期(n=1,614)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた
就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた
就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた
就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった
就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった
就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

78.9 

41.9 

8.6 

19.4 

50.6 

8.8 

32.2 

8.4 

10.5 

8.4 

4.8 

13.3 

18.1 

14.0 

8.5 

1.9 

5.5 

22.1 

22.3 

8.3 

1.5 

3.0 

35.6 

25.8 

12.7 

4.0 

4.1 

7.3 

8.0 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２７年９月～
平成２７年１１月の時期(n=7,780)

平成２７年１２月～
平成２８年２月の時期(n=7,780)

平成２８年３月～
平成２８年５月の時期(n=7,780)

平成２８年６月の時期(n=7,780)

平成２８年7月の時期(n=7,780)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた
就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた
就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた
就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった
就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった
就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった
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就職活動と学修時間確保の状況（大学院２年生） 

 

 
 
 

    ＜参考：大学院２年生・昨年度＞ 

 
  

78.0 

39.4 

6.2 

28.5 

64.7 

11.4 

31.4 

6.8 

12.2 

5.6 

3.9 

15.8 

14.7 

13.2 

6.2 

2.2 

8.0 

24.5 

20.7 

7.2 

1.4 

2.9 

44.4 

22.2 

10.4 

3.0 

2.5 

3.4 

3.3 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２７年９月～
平成２７年１１月の時期(n=2,841)

平成２７年１２月～
平成２８年２月の時期(n=2,841)

平成２８年３月～
平成２８年５月の時期(n=2,841)

平成２８年６月の時期(n=2,841)

平成２８年7月の時期(n=2,841)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた
就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた
就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた
就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった
就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった
就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

70.4 

39.1 

8.1 

14.0 

34.5 

10.1 

20.7 

6.7 

8.1 

11.6 

7.5 

19.3 

14.7 

9.9 

13.0 

3.7 

11.2 

25.5 

23.5 

10.5 

2.8 

4.9 

39.6 

37.5 

23.3 

5.5 

4.7 

5.3 

6.9 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２６年９月～
平成２６年１１月の時期(n=507)

平成２６年１２月～
平成２７年２月の時期(n=507)

平成２７年３月～
平成２７年５月の時期(n=505)

平成２７年６月～
平成２７年７月の時期(n=506)

平成２７年８月～
平成２７年９月の時期(n=507)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた
就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた
就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた
就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった
就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった
就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった
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学生の学業等への配慮 
 

○学生の学業等への配慮について、半数程度以上の学生が、多くの企業又は

ある程度の企業で、日程上の配慮がされていたと回答。 

 （就職活動最優先の学生を母数から除くと、６割程度以上。） 
 
 
 
就職活動を行った企業における時間や日程等に関する配慮の状況（大学４年生） 

 
 
 
就職活動を行った企業における時間や日程等に関する配慮の状況（大学院２年生） 

 
 
 

 

 

 

  

15.7 

18.0 

31.7 

37.5 

25.6 

24.9 

9.6 

7.9 

17.4 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学4年生(n=7,780)
説明会や面接等の日程・時間帯等につい
て、就職活動が授業・試験等の妨げになら
ないよう、時間の設定などの配慮があった

大学4年生(n=7,780)
個別の面接日時等の設定に当たり、就職
活動が授業・試験等の妨げにならないよ

う、連絡が余裕をもって行われたり、土日や
平日夕方などの対応があったり、日程の候
補が複数提示されたり、学生の要望を聞い

たりするなどの配慮があった

多くの企業で配慮していた

ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった

配慮している企業はなかった

就職活動最優先で活動していたため、よくわからない

19.6 

21.9 

32.7 

38.7 

22.5 

21.6 

9.3 

7.6 

15.9 

10.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院2年生(n=2,841)
説明会や面接等の日程・時間帯等につい
て、就職活動が授業・試験等の妨げになら
ないよう、時間の設定などの配慮があった

大学院2年生(n=2,841)
個別の面接日時等の設定に当たり、就職
活動が授業・試験等の妨げにならないよ
う、連絡が余裕をもって行われたり、土日
や平日夕方などの対応があったり、日程の
候補が複数提示されたり、学生の要望を

聞いたりするなどの配慮があった

多くの企業で配慮していた

ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった

配慮している企業はなかった

就職活動最優先で活動していたため、よくわからない
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留学経験者への配慮 
 

○大学４年生においては、９．３％がもともと就職・採用活動時期にかから

ない時期に留学をしたため影響がなかったと回答し、３．０％が就職・採

用活動時期の変更に伴い、留学を取りやめたと回答。 

○実際に就職・採用活動時期に留学を行った学生のうち、「わからない」と回

答した者を除き、約半数が多くの企業又はある程度の企業で留学により不

利にならないように配慮されていたと回答。 
 

留学経験者（検討していた者）への影響（大学４年生） 

 
※全体の 83.4%は「もともと留学する予定はなく、留学はしていない」と回答 

 

留学経験者（検討していた者）への影響（大学院２年生） 

※全体の 88.0%は「もともと留学する予定はなく、留学はしていない」と回答 
 

企業側から留学経験者に対する配慮の状況 
 
 
 
 
 
 
  

9.3 

3.0 

1.2 1.4 
1.7 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

もともと就職・採用活動時期に

かからない時期に留学をした

（又は今後留学する）ので

影響はなかった

留学する考えがあったが、

就職・採用活動の時期の

変更に伴い、留学を取りやめた

留学していたが、就職・採用

活動の時期の変更に伴い、

留学期間を短くした

就職活動が心配だったが、

期間を短くすることなく、

留学を優先した

特に就職・採用活動の時期

のことは心配せず、留学を

優先した

大学4年生(n=7,780)

6.5 

2.1 

0.8 1.1 
1.3 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

もともと就職・採用活動時期に

かからない時期に留学をした

（又は今後留学する）ので

影響はなかった

留学する考えがあったが、

就職・採用活動の時期の

変更に伴い、留学を取りやめた

留学していたが、就職・採用

活動の時期の変更に伴い、

留学期間を短くした

就職活動が心配だったが、

期間を短くすることなく、

留学を優先した

特に就職・採用活動の時期

のことは心配せず、留学を

優先した

大学院2年生(n=2,841)

13.3 20.2 24.0 10.3 32.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学4年生・大学院2年生(n=425)

多くの企業で配慮していた

ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった

配慮している企業はなかった

留学経験者であることを特に意識せず就職活動を行ったため、わからない
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教育実習受講者への配慮 
 

○大学４年生においては、３．０％が就職活動が心配だったが、教育実習を

優先したと回答し、２．５％が就職・採用活動時期の変更に伴い、教育実

習を取りやめたと回答。 

○実際に就職・採用活動時期に教育実習を受講した学生のうち、「わからない」

と回答したものを除き、約３５％が多くの企業又はある程度の企業で教育

実習の妨げにならないように配慮されていたと回答。 
 

教育実習受講者（検討していた者）への影響（大学４年生） 

 
※全体の 90.5%は「教育実習を考えておらず、教育実習を受講していない」と回答 

 

教育実習受講者（検討していた者）への影響（大学院２年生） 

 
※全体の 89.5%は「教育実習を考えておらず、教育実習を受講していない」と回答 

企業側から教育実習受講者に対する配慮の状況 

  

2.1 
2.5 

0.6 

3.0 

1.3 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

もともと就職・採用

活動時期にかからない

時期に教育実習をした

（又は今後行う）ので

影響がなかった

教育実習をする予定が

あったが、就職・採用活動

の時期の変更に伴い、

教育実習を取りやめた

教育実習をする予定が

あったが、就職・採用活動

の時期の変更に伴い、

教育実習を延期した

就職活動が心配だったが、

教育実習を優先した

特に就職・採用活動の

時期のことは心配せず、

教育実習を優先した

大学4年生(n=7,780)

7.5 

0.8 
0.4 

0.8 1.0 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

もともと就職・採用

活動時期にかからない

時期に教育実習をした

（又は今後行う）ので

影響がなかった

教育実習をする予定が

あったが、就職・採用活動

の時期の変更に伴い、

教育実習を取りやめた

教育実習をする予定が

あったが、就職・採用活動

の時期の変更に伴い、

教育実習を延期した

就職活動が心配だったが、

教育実習を優先した

特に就職・採用活動の

時期のことは心配せず、

教育実習を優先した

大学院2年生(n=2,841)

7.6 16.2 22.8 21.2 32.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学4年生・大学院2年生(n=388)

多くの企業で配慮していた

ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった

配慮している企業はなかった

教育実習期間中に就職活動を行っていないため、わからない
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（参考図表）昨年度調査における「就職活動時期後ろ倒し」のよい影響・ 
課題について（Ｐ２、３関係） 

 

＜「後ろ倒し」について良い影響があったと思うこと＞ 

 

＜「後ろ倒し」について課題になったと思うこと＞ 

19.7 

5.0 

1.0 

2.1 

12.0 

16.3 

19.3 

6.0 

10.1 

2.3 

45.4 

3.3 

16.5 

19.3 

0.8 

0.8 

10.4 

11.7 

16.0 

5.8 

2.2 

2.4 

49.6 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に大学３年生時（大学院修士課程（博士前期課程）１年生

時）の学修時間をより多く確保することができた

大学／大学院での専門分野についてより多く学んだ上で

就職活動を行えた

海外の大学に留学する機会が増加した

海外へ留学し帰国した後に就職活動ができた

インターンシップに参加する機会が増加した

企業や仕事のことを調べる時間をより多く

確保することができた

自身の進路のことをよりじっくりと考える

時間を持つことができた

就職活動期間が比較的短くて済むようになった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会が充実した

その他

特にない

わからない

大学4年生(n=1,614) 大学院修士課程（博士前期課程）2年生(n=506)

35.9 

46.8 

5.6 

21.7 

57.0 

32.7 

16.9 

9.5 

4.7 

6.0 

1.2 

14.1 

70.3 

0.7 

19.9 

59.2 

27.0 

17.9 

3.4 

6.5 

8.0 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになった

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった

教育実習と時期が重なった

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性があった

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減った

その他

特にない

わからない

大学4年生(n=1,614) 大学院修士課程（博士前期課程）2年生(n=506)
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